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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（６月１６日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　今から六ヶ月前まで遡る昨年の１１月の頃、僕は将来の目標
を何も持たず、ただ毎日をブラブラと過ごしていた。そんな日々
にけじめをつけたくて、毎日寝る前真剣に祈っていた。すると
ある日、神様が大学を受験しなさいと言われた。僕は翌日、両
親に迷わずそのことを伝えた。両親は最初は驚きはした者の、
すぐにそれを理解してくれた。それから受験する大学をすぐさ
ま検討し、結果受ける場所は、かつて僕が行きたいと思ってい
た岡山理科大学に決定。学科は化学科を受けることにし、すぐ
に塾に通い始め、日曜以外は毎日通い続けた。僕はそれまで３
年間勉強らしい勉強をほとんどしてこなかった。その上全く勉
強していない化学を学ぶというのだ。僕の受験勉強は、まさし
く無謀以外の何物でもなかった。だが神様に祈れば結果は別
だった。僕は結果として、大学の B1試験に見事合格した。勉
強では思い通りに進められなかったことや、十分に理解できて
ないことも多かったため、不安はあったが僕の神様との願いは
見事成し遂げられた。「主は、私に関わるすべてのことを成し
遂げてくださる」、常に祈っていたが、これがかなえられたこ
とをきっかけに、神様の力は偉大であると、改めて実感した。
今は、将来の目標を探している途中だが、必ず見つけられると
僕は信じています。ちなみに、母が大学生活を目指す僕を心配
して祈っていたら、「創真が私に真剣に祈るのなら、彼に新し
い能力を与えてやろう」と神様が言われたそうだ。今度はどん
な祝福を授かるのか、楽しみで仕方ない。
　詩篇 138:8 主は私にかかわるすべてのことを、成し遂げて
くださいます。主よ。あなたの恵みはとこしえにあります。あ
なたの御手のわざを捨てないでください。
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土
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吉備中央町礼拝

秋山耕平

（ ２０１９年６月２日 ）
（要約者：行司　佳世）
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ふるさとミーティング

黙示録　福澤師

今週はイサクの息子でヤコブの双子の兄であるエサウ
についてみていきたいと思います。「毛深い」あるいは
「赤い」という意味があります。何事に対してもヤコブ
とは対照的で、エサウは巧みな猟師、野の人でありま
した。父イサクはエサウを愛しています。その理由と
して、イサクが猟の獲物を好んだことがあげられてい
ます。エサウは粗野な性格を持っていたらしく、一杯
の煮物で長子の権利を手離してしまうほどの現実的な
判断しか持ち合せていませんでした。イサクの祝福を
受ける際に母リベカの策略でエサウは弟ヤコブにその
祝福を奪われてしまいました。エサウは恨みのあまり
ヤコブを殺そうとひそかに機をうかがっていましたヤ
コブはいち早く、おじラバンのもとに逃げていきまし
た。20年後に兄弟は再び出会うことになりますがエサ
ウ自身はすでに張り合う気持がなくむしろ弟ヤコブと
の再会を泣いて喜んでいます。エサウはイサクの死後
ヤコブと全く別れてしまい、セイルの山地に住みつき
ます。ここがエドムと呼ばれていくのです。エサウに
対する聖書自身の批判にはきびしいものがあります。
神の摂理と人の決断を感じながら読み進めたいと思い
ます。
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ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　神さまは、先週のメッセージにもありましたが、「前と後ろの守り」
を与えてくださるお方です。ですが、私たち自身は、守られているこ
とを忘れてしまいます。出エジプトの民はいつも同じ過ちの繰り返し
でした。私たちがこのローマ書から学んでいる理由は、私たちが成長
するために、この繰り返す罪を犯してしまわないようにするためです。
私たちがそのことを認識していないと、礼拝で何度恵みを受けて帰っ
ても、問題が変わらないのです。なぜならば、私たちの根本が変えら
れても価値観が変わっていないからです。「自分は間違っていない」「自
分は正しい」と思っているからです。この自己義があるから価値観が
変わらず、問題も変わらないのです。ですから私たちはもう一度聖書
の本質を見ていかなければならないのです。ローマ書に書かれている
恵みとは、私たちが正しくて、行いがふさわしくて救われたのではな
く、ただ、イエスさまが私たちの身代わりに十字架にかかってくださっ
たその恵みによって救われたのだということです。このことが絶えず
書かれています。そして私たちは、全ての罪の理由を知って生き方を
変えることができる…というのがローマ書の恵みです。私たちの人生
でうまくいかない多くの理由が「頭で分かっていても方法が分からな
い」です。だから「こうありたい」と願いますが、そのためにどうす
れば良いのかが分からないのです。そしてそれは、私たちが今まで生
きてきたプロセスの中で培ってきた発展的価値観になるのです。この
「発展的価値観」は良いように聞こえますが、実はそれが私たちの人
生がうまくいかなくさせているのです。
　タイポロジーとは、日本の哲学用語では「類型論」と言われています。
たとえば、「昔、こんな生き方をした人がいる。それに対して今、こ
の時代にこんな生き方をしている人がいる」と言ういわゆる「ひな型」
を表しています。ローマ書５章には、この類型論…聖書では予型論と
よびますが、これが絶えず出てきます。アダムとイエスキリストの人
生の比較が書かれています。一人の人によって罪が入ったようにその
一人によって罪が贖われたと言うことです。一人の人が同じように一
人の人として創られた→アダムは神さまによって創られた。そしてイ
エスキリストも男女によってではなく神さまによって創られた。そし
て一人の人が同じように一人の人として罪を犯す→アダムの犯した原
罪。何か罪を犯した時、自分を守るための自己中心という大きな罪で
す。何か罪を犯してしまった時、自分が悪かったところを言うのでは
なく、なぜ自分がその罪を犯してしまったのかその理由を探る…私た
ちの心にはいつもこんなものがあります。自分が犯してしまった罪の
ことはよく分かっている。しかし悪いことよりもなぜその悪いことを
してしまったのかということが私たちにとって人生の中で大事なテー
マになっています。ですから問題が起こってしまうのです。
　この世では当たり前のように進化論が教えられています。この環境
に適応するために進化を遂げてきた進化論が発展的な物事の見方だか
らこの世は、問題を発展的価値観で見てしまいます。物事は絶えず発
展的に起きてきたのだと…悪いことがあったからそれを良くするため
に、良くするために…と変化させる考え方です。しかし神さまは違い
ます！！神さまはこんな考え方で私たちを創られていません。でも私
たちクリスチャンは、「ちょっとずつ成長する」この発展的信仰を行
いがちです。自分が罪人であることをなかなか受け入れられません。
聖書の中にパリサイ人と取税人の話があります ( ルカ 18:9-14)。サ
タンが何千年も前に人間に与えようとした最大の呪いは「自分は間
違っていない」罪を認めないことです。この世の罪を認められない人々
は、なぜ人生で苦労するのでしょう？この人々は、罪を認識するより、
これを行わないと救われないとルールを決めて、行動した方がラクだ
から肉体的鍛錬を行ったり難行・苦行をしているのです。これは、罪
を認識して神さまを信じる姿ではなく、発展的な成長を見ようとする
姿なのです。

　ヨハネの福音書 (2:1-12) にカナの婚礼の記述があります。婚礼に
はぶどう酒が必要なのですが婚礼の途中でこのぶどう酒がなくなった
のです。その時、イエスの母はイエスさまに「ぶどう酒がありません」
と伝えました。するとイエスさまは母に「あなたはわたしとなんの関
係があるのでしょう。女の方。渡しの時はまだ来ていません」と答え
られました。それを聞いたイエスの母は「あの方が言われることをな
んでもしてげてください」と手伝いの人に伝え、この人がその通りに
すると、水瓶の水が上等なぶどう酒になったのです。この話から何が
伝えたかったのかというと、聖書の中でイエスキリストは神さまの計
画の中で物事を成そうとしたその計画は、この水がぶどう酒に変わる
奇跡なのだということです。神さまはアダムとエバの時代から、原罪
をもった人間をどう救おうか計画しているのです。これは発展的な救
いではなく、本質的な変化をもたらす救いを与えるというものです。
水がぶどう酒になることはないのです。でも神さまは「水がぶどう酒
になる」と言われたのです。ヨハネの福音書で、ことばであった神が

人間に働いて奇跡をもたらす時、継続的に人間を成長させて救いを
もたらすのでなく、「水がぶどう酒になる。しかも最上のものになる」
という救いが私たちに起こるのだと言うことをヨハネの福音書の最
初の奇跡として記しているのです。すなわち、ヨハネの福音書のこ
のカナの婚礼の儀式は、信仰によってあなたの汚れた本質が神さま
の本質によって完全に作り変えられるというローマ書そのものを示
しているのです。人殺しの罪も、ただ嘘をついたという罪も、神の
目から見ればその本質は同じ罪だと言っているのです。世間を賑わ
す殺人事件を見て犯人を裁いていませんか？自分が罪人だと知って
いれば、罪を犯してしまった人を裁くことはありません。私たちの
心にもこのような殺人を犯す罪があるのです。自分の考えと違う人
を見て怒っていませんか？また「まあいいけどね」と突き放してい
ませんか？これは殺人と同じです。その人の人生が苦しくなるのが
分かっていてその人を見放すのは罪です。人は地を従える管理者と
して創られましたが、その在り方を忘れてしまい、権利ばかりを主
張し始めているのです。自分自身で罪を理解し、自分は罪人だと分
かれば権利なんて出てきません。自分の義務を果たそうとする時に
キリストの奇跡が起こるのです。イエスさまはアダムとエバが犯し
続けた全ての失敗を同じように生きて全部変えたのです。これはイ
エスさまにしかできません。だから私たちはイエスさまによって救
われたのです。そしてこの救われた恵みをもって、その全てを行う
ことはできないけれど、その一部でも成し遂げようとする時に発展
がうまれるのです。この救いは全ての人に平等にあって、イエスキ
リストの恵みによってあるのです。この恵みを受けるには、自分が
どれほど罪深いかを理解することです。私たちが救われているか救
われていないかは、自分がどれほど罪深いかをしっているかどうか
です。これを知っていれば私たちの本質は変えられます。全ては益
とされるのです。

　

　今まで自分の人生がうまくいかなかったのは、聖書の生き方と真
逆だったからです。そして知らなければならないことを「分からない」
と知ろうとしないのです。神さまの価値観ではなく自分の価値観で
物事を行おうとしてしまうのです。その時の実を見てみてください。
もし、自分が正しいのであれば自分の家族も周囲の人々もみんな豊
かになっているでしょう。そうなっていないのなら、自分の方法は
間違っているのです。だから神さまは自分の方法ではないものを教
えてくれています。神さまはその人の本質に導こうとするので、人
それぞれでその方法は違います。私たちが成すべきことは、他人と
比較するのではなく、小さいことに忠実に・大きなことにも従順で
あることです。もし自分に任されたことが自分にとっては小さなこ
とに思えても、それを大事にしなければいけません。自分にとって
イヤなことをどれだけ忠実に行うかが大切なのです。神さまは小さ
いことに忠実なものに大きなことを任せると言いました。だからイ
エスさまは小さなこと一つ一つに従順に生きる姿を私たちに示され
ました。イエスさまは死を目の前にしても従順でした。イエスさま
はゲッセマネで「どうぞこの杯を私から取りのけてください。しか
し私の願うところではなく、あなたの御心のままを、なさってくだ
さい」と祈ったのです。このような祈りができますか？私たちが小
さいことに忠実にできれば、神さまがここというとても大事な時神
に忠実に行うことができ、御心を成すことができます。イエスさまは、
一切の権利など主張することなくほふり場に連れて行かれる子羊の
ように何も言わずに忠実に従われたのです。このことがローマ書に
書かれているのです。5:17 に「もしひとりの違反により、ひとりに
よって死が支配するようになったとすれば、なおさらのこと、恵み
と義の賜物とを豊かに受けている人々は、ひとりのイエス・キリス
トにより、いのちにあって支配するのです」とあります。私たちが、
イエスキリストによって支配されれば私たちの人生は変えられます。
誰があなたを支配していますか？ですから不従順の実 ( 怒り ) と戦わ
なければなりません。怒りは過去からほとんどは思い込みから生じ
させます。ですが、神さまはどんな過去があってもカナの婚礼のよ
うに奇跡を起こしてくださいます。どんな人でも最高のぶどう酒の
ように作り変えられるのです。予定では見えない、そうなるとも思
えないけれど、私たちが従順に怒りを殺して忍耐強く生きるなら寝
られた品性が生み出されます。ローマ書５章を大切にしてください。
失敗した人・正しく生きた人の人生が書かれています。そして私た
ちの人生が変えられるのです。だから私たちには恵みは充分なので
す。あとは自分が従うかどうかです。決断していきましょう。

「本質的変化と発展的変化」
～タイポロジー。キリストの従順～　　　　　　　　　　　　ローマ５：１-２１

②キリストの従順　
③不従順の実〔怒り〕との戦い
～従順と恵みに生きる決断～

①あなたの人生にぶどう酒の奇跡
～あなたの本質が作り変えられる～
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